
 

 

環境自主行動計画 

１. 地球温暖化対策 

◎日本鉄鋼連盟の低炭素社会実行計画（2013－2020 年の CO2 500 万トン削減）達成に向け、当社グループに 

おいても、下記の省エネルギー推進と再生可能エネルギー拡大に取組む。 

(1) 省エネルギーの推進 

 ○2015 年度末に 2011 年度に対し 20%の省エネを目指すとともに、継続して更なる省エネを推進する。 

 

   

(2) 再生可能エネルギー拡大への取組み 

○ ２０１３年１２月より熊本工場で５００ｋｗの太陽光発電を開始し年間５４３ＭＷＨ以上の発電を推進。 

○ 太陽光発電パネル架台用形鋼の供給体制を２０１２年に確立し、太陽光発電事業の推進に貢献。 

２. 省資源・廃棄物対策 

◎省資源化、廃棄物及び発生副産物の再資源化に取組み、循環型社会の構築に貢献する。 

(1) スラグ・ダスト等の廃棄物管理 

○ スラグ、ダスト、廃油等は廃棄物としてマニフェスト管理を実施し、２０１４年４月以降 

電子マニフェストを導入し更なる管理の徹底を実施。 

○ スラグについては、委託企業との間でスラグ管理マニュアルを定め、スラグ販売用途への規制や 

当該企業への監査を継続して実施。 

(2) 一般ごみの減量化推進 

○ ipad によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ会議の推進、個人認証機能付コピー機導入、両面コピー化等によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化・ 

用紙削減を推進。 

○ 大阪市 環境局長表彰 [ごみ減量優良建築物] ２０１３年度 大阪恩加島工場受賞と活動継続。 

３. 環境マネジメントの強化・推進 

◎環境マネジメント体制を構築し、環境リスク低減活動を推進する。 

(1) ISO14001 対応 

 ○２００３年１１月２０日 ISO１４００１を取得し更新を継続。２０１４年６月に１０年継続で表彰。 

(2) 環境活動の推進 

○ ２０１０年４月に安全環境防災推進部を設立。環境関連法令に基づいた管理を徹底。 


